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号通巻 290
法政大学出版局◉新刊のご案内	 2019 年 6 月 13 日

法政大学出版局 〒 102-0073　東京都千代田区九段北 3-2-3
Tel. 03-5214-5540　Fax. 03-5214-5542　E-mail: sales@h-up.com　URL: http://www.h-up.com/

法政大学出版局　2019年7月25日配本　定価2808円（本体2600円＋税） 四六判上製・264頁
福澤徹三 著 《ものと人間の文化史 183》

花火  ISBN978-4-588-21831-6 C0320

★★　伊達政宗が唐人の上げるものを観賞したのが、日本の花火の始まりである。徳川家康をはじめ武家や高僧など特
権階級の接待に使われた花火は、徐々に庶民に身近な娯楽となっていく。火事を恐れる幕府がなんど禁じても街
中で上げる人は後を絶たず、隅田川花火が始まれば押し寄せる群衆で橋の欄干が落ちた。武士も町人も、大人も
子供もとりこにし、夏の風物詩になる現在までの歴史と技術的変遷をたどる。 【日本史・娯楽】

☆好評既刊：ものと人間の文化史『相撲』『花札』『かるた』ほか。

法政大学出版局　2019年7月25日配本　定価4320円（本体4000円＋税） A5判上製・288頁
張欣 著 

越境・離散・女性 中国語圏文学の一側面 ISBN978-4-588-49515-1 C1090

　十五年戦争下の満州・日本・北京を往来し人気を博した梅娘、同じく大戦下の香港・上海で活躍したのちアメリカ
へと渡った張愛玲、そして難民の子として台湾に生まれアメリカ、ドイツ、香港を渡り歩く現代の人気作家・龍應台。
執筆の舞台は違えども中国を襲った二十世紀の戦火に運命を決定づけられ、ディアスポラとしてその文体を確立し
た三人の女性作家の分析を中心に、文学とアイデンティティの問題に迫る。 【中国・台湾文学論】

☆関連書：大辻都『渡りの文学』、鄭清文『丘蟻一族』（小局刊）。

法政大学出版局　2019年7月10日配本　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判上製・238頁
ユルゲン・ハーバーマス 著／三島憲一、速水淑子 訳 《叢書・ウニベルシタス 1097》

ヨーロッパ憲法論  ISBN978-4-588-01097-2 C1310

★ 　人間の尊厳が傷つけられたという経験が、怒りによる闘争のダイナミズムを呼び起こし、世界規模での人権の制度
化という希望に絶えず推進力を与えるとハーバーマスはいう。そして、経済状況が生み出す不安が諸国民を覆い、
民主主義も空洞化するなかで、単なる国際条約を超えた憲法制度が必要であると主張する。人権の擁護を基礎と
する憲政から、新たな政治を求める挑戦が、いま始まる。 【哲学・思想】

☆関連書：ミュラー『憲法パトリオティズム』、ハーバーマス『引き裂かれた西洋』『自然主義と宗教の間』（小局刊）。

法政大学出版局　2019年7月16日配本　定価2376円（本体2200円＋税） 四六判並製・274頁
秋葉忠利 著 

数学書として憲法を読む 前広島市長の憲法・天皇論 ISBN978-4-588-62210–6 C0036

★★　死刑は本当に合憲？　憲法改正はどこまで可能？　護憲／改憲の議論以前に、そもそも日本国憲法はきちんと読
まれているのだろうか？　長らく平和運動の先頭に立ち、広島市長や平和市長会議会長を務めた著者が、理性を
重視する一数学者の視点から、憲法条文のテキストそのものを文字通りに解釈する試み。「数学書として憲法を読
む」と、公務員や国民の義務、象徴天皇の本当の姿が見えてくる。 【憲法・日本政治】

☆関連書：J.-W.ミュラー『憲法パトリオティズム』、D.v.レイブルック『選挙制を疑う』（小局刊）。

①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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法政大学出版局　2019年7月31日配本　定価7560円（本体7000円＋税） 四六判上製・702頁
ヴィンフリート・クリークレーダー 著／斎藤成夫 訳 《叢書・ウニベルシタス 1098》

オーストリア文学の社会史 かつての大国の文化 ISBN978-4-588-01098-9 C1398

★ 　近現代ドイツ国家の政治的ヘゲモニーのもと、従来「ドイツ文学史」の一部に包摂されてきたオーストリア地域の
文学。旧ハプスブルク帝国の文化的・精神史伝統を色濃く引き継ぎ、19世紀以降は諸芸術の爛熟や精神分析の
誕生、そして反ユダヤ主義の氾濫を目撃したウィーンを中心とするこの地の文学的遺産を、該博な知識と最新の視
点で概観した初の通史。定評ある原書第三版に基づく全訳。 【ドイツ語文学・思想】

☆関連書：J.ベルク他『ドイツ文学の社会史　上・下』、K.P.リースマン『反教養の理論』（斎藤成夫訳）ほか。（小局刊）。

法政大学出版局　2019年7月22日配本　定価6480円（本体6000円＋税） A5判上製・386頁
D.ヒューム 著／石川 徹、中釜浩一、伊勢俊彦 訳 

人間本性論 第2巻 情念について 　普及版  ISBN978-4-588-12192-0 C1010

　隆盛を極める理性主義に反旗を翻し、理性の働きを限定的に捉えたヒューム。彼は、人間のさまざまな感情や行
為は情念を動機とすると主張し、その解明に力を注いだ。 【近代哲学】

☆関連書：

普及版刊行 !!


